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【大河津分水路の事業概要】

①事業概要・事業におけるＢＩＭ/ＣＩＭの活用目的

大河津分水路の課題となっている洪水処理能力不足や河床洗掘等の対策として、河口山地部掘削、低水路拡幅、第二床固の改築、
野積橋架替を実施。本事業は、20年以上の長期にわたる大事業であるが故に、施工計画等の情報を非常に多くの関係者と長期
間にわたり共有することが重要である。

①複合的かつ長期的な事業
②多くの方々との協議・調整の必要性
③複数の工事を同時に施工

これらの課題を解決し、施工計画を効率的・
効果的に実施するため、 BIM/CIMを導入

②信濃川河川事務所におけるBIM/CIM関係のこれまでの主な取り組み内容について
・ 統合モデル活用のフォローアップ

計画→設計→施工の各プロセスで事業を効率的・効果的に実施するために統合モデルを活用
日常業務でのBIM/CIM活用の一般化を目指し、講習会等を実施

・ ３次元データ契約図書化の検討
設計、施工間のデータ連携の向上を検討

・ 施工段階でのBIM/CIMの活用による監督・検査の合理化
監督・検査の省力化を検討し、大河津分水路改修工事監督・検査技術要領（案）を作成・運用
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【大河津分水路事業におけるデータ共有事例】

１） 大河津分水路改修事業の特徴

２） 設計におけるデータ共有

CIMモデルの共有
３） 施工時におけるデータ共有①

現場写真の共有

４） 施工時におけるデータ共有②

現場におけるデータ共有

５） 施工時におけるデータ共有③

環境保全への取組におけるデータ共有

2



１） 大河津分水路改修事業の特徴
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① 山地部掘削、新第二床固改築、野積橋架替、低水路掘削など長期の大規模工事を並行して実施
② 大河津分水路の周辺地質の特徴として山地部における掘削法面の崩壊や地すべりが発生し易い
③ 自然環境に配慮しながら事業を進めることが必要

山地部掘削

第二床固改築

野積橋架替第二床固

副堰堤

野積橋

事業着手前

川幅を
100m拡幅

低水路掘削



２） 設計におけるデータ共有
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●事業の円滑化等を図るため、統合CIMモデルを作成し、事業全体で共有していく必要がある。

●山地部掘削や新第二床固改築の施工計画検討を、工事の進捗に併せて見直しを行いながら検討を行ってい
るため、円滑にデータ共有化が必要。

●プラットフォームは、属性情報（外部参照や直接付与データ）の確認が容易であるKOLC+を選定した。

• 1月中までにモデル
がアップロードされ
た場合、統合CIMモ
デルを更新

• 成果品等をアップ
ロード

統合CIMモデル（事業
説明用・維持管理用）
を更新

最新のデータをダウ
ンロード・確認マネジ

メント
業務

成果品をアップロード

必要に応じて、統合
CIMモデルを更新また
は新規作成

• 最新のデータをダ
ウンロード・確認

• マネジメント業務
で利用されている
統合CIMモデルの
ファイルが最新
データか確認（業
務が対象）

各受注
業務・
工事 途中成果は個別の情報

共有システムを用いて
発注者とやり取り

Plat Form（マネジメント業務で整備）
UP

業務着手時 業務中 納品時

DL

DL UP

DL

UP
1月工期 2,3月工期

【業務】新二床改築検討、山地部検討、地質調査、環境調査
【工事】新二床改築、山地部掘削、低水路掘削・護岸

プラットフォーム活用の構想
KOLC+を活用

受注者間でのデータ
のやり取りを実施

【CIMモデルの共有】



３） 施工時におけるデータ共有①
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山地部においては、脆弱性を伴う岩盤や高角度亀裂等が分布することから、掘削法面の崩壊や地すべりが発
生しやすい。

設計では正確な地質情報を精査の上、精度の高い掘削範囲や形状の設定が必要

工事施工の際は、適切なモニタリングと現場管理が必要

⇒ 施工業者が撮影した現場写真を発注者・設計業者に共有を実施

【共有内容】
① 現場写真の共有方法
② 現場写真の撮影方法（UAV、通常カメラ）
③ 写真撮影の留意事項

現場写真の共有状況

②現場写真の撮影方法

「1.UAV（ドローン）による撮影、2.通常カメラによる撮影」方法の
2パターンに分けて撮影方法を記載
各撮影パターンに対して、以下の撮影方法が記載（イメージ図
は次頁参照）
・平常時撮影と異常時発生時の撮影
1)山地部掘削
2)低水路掘削

・撮影時の留意事項と安全管理上の留意事項を整理

③写真撮影の留意事項

【現場写真の共有】
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【撮影頻度】

平常時：工事着手前（全体斜め写真）、掘削開始から月１回程度、掘削高さ2.0mごと完了時、工事完了時

異常発生時：発注者、建設コンサルタント技術者が現場状況を確認し判断

異常発生時の写真例

３） 施工時におけるデータ共有①

低水路掘削状況
位置関係がわかるよう
に周りも含めて撮影

山地部掘削状況
位置関係がわかるよう
に周りも含めて撮影

平常時の斜め写真例（山地部掘削）

平常時の斜め写真例（低水路掘削） 異常発生時の写真例



工事の施工監理のデータをリアルタイムに、かつ、より簡便に共有できる。
工事全体の進捗確認が出来るため施工状況の確認や把握の効率化につながり、週間工程会議の短時間化や、段階確認の
省力化、工事間調整の必要性把握などが可能

４） 施工時におけるデータ共有②
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• 現場監督の一環として、デジタルツインを用いた施工監理の合理化に活用。
• 受注者が活用しているSMART CONSTRUCTION dash boardによる進捗・出来高管理を試行。

【現場におけるデータ共有事例】



５） 施工時におけるデータ共有③
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大河津分水路の改修にあたっては、自然環境に配慮しながら事業を進めることが必要であり、事業実施に
おける環境影響検討結果と環境保全措置をとりまとめた「大河津分水路の改修事業環境保全への取り組み
」を公表し、事業を実施。

モニタリング計画を作成し、環境への影響を観測し毎年結果を公表

⇒ 各工事における環境保全措置の確実な実施が必要

工事において実施している調査結果や、日々の機械の稼働情報の収集が必要

大気・水環境等、環境影響
評価を実施する項目に対し
て、モニタリング計画を整理。
→施工業者へ共有

水質、底質に関する
モニタリング計画

環境保全措置の好事例の
募集や紹介

【環境保全への取組におけるデータ共有事例】

情報共有用のポータルサイトを作成
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環境モニタリング結果の解析に用いる工事日報等の受け渡しのため、工事毎のフォルダを作成し、施工業者
から情報を収集。

収集した情報を基に、年間工事における大河津分水路への環境影響の定量的評価や経年比較を実施し、工
事による環境への影響のモニタリングに活用。

質問箱を準備

施工業者より水質調査
結果を受領

水質、底質に関する
モニタリング事例

定量的評価

経年比較

５） 施工時におけるデータ共有③


